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【出願番号】特願2016-186289(P2016-186289)
【国際特許分類】
   Ｈ０２Ｊ  50/12     (2016.01)
   Ｈ０２Ｊ   7/00     (2006.01)
   Ｈ０２Ｊ  50/90     (2016.01)
   Ｈ０４Ｒ   1/06     (2006.01)
   Ｈ０４Ｒ   1/10     (2006.01)
【ＦＩ】
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   Ｈ０２Ｊ    7/00     ３０１Ｂ
   Ｈ０２Ｊ    7/00     ３０１Ｄ
   Ｈ０２Ｊ   50/90     　　　　
   Ｈ０４Ｒ    1/06     ３１０　
   Ｈ０４Ｒ    1/10     １０４Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成29年11月9日(2017.11.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信機を有する電子デバイス用のケースであって、
　前記電子デバイスを受容するように構成されたキャビティを有するハウジングと、
　前記ハウジングに取り付けられた蓋であって、前記蓋が前記ケース内の前記キャビティ
をカバーする閉鎖位置と、前記蓋が前記キャビティから変位された開放位置との間で動作
可能な蓋と、
　（１）前記蓋が前記閉鎖位置から前記開放位置へと動いたことを検出し、これに応答し
て前記無線通信機をオンにし、（２）前記蓋が前記開放位置から前記閉鎖位置へと動いた
ことを検出し、これに応答して前記電子デバイスの前記無線通信機をオフにするように構
成された回路と、
　を備えたケース。
【請求項２】
　前記回路が、前記蓋が前記閉鎖位置から前記開放位置へと動く場合、開放信号を生成す
る蓋センサを有し、前記回路が前記開放信号に応じて前記無線通信機をオンにするように
構成されている、請求項１に記載のケース。
【請求項３】
　前記電子デバイスが前記キャビティ内に受容される場合、前記電子デバイスの第２のコ
ンタクトに電気的に接続する、前記キャビティ内に配置された第１のコンタクトを有する
電気コネクタを更に含む、請求項１に記載のケース。
【請求項４】
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　前記回路が、前記第１のコンタクトを介して命令を前記電子デバイスに送信することに
よって、前記電子デバイス内の前記無線通信機をオンにする、請求項３に記載のケース。
【請求項５】
　前記電気コネクタが、前記ケースが前記電子デバイス内の充電式バッテリを充電するこ
とを可能にする電気接続も提供する、請求項４に記載のケース。
【請求項６】
　前記電子デバイスが前記キャビティ内に受容されたことを検出するように構成されたデ
バイス検出器を更に備え、前記電子デバイスが前記キャビティ内に受容されたことを前記
デバイス検出器が検出しない場合、前記回路が前記命令を前記電子デバイスに送信しない
、請求項４に記載のケース。
【請求項７】
　前記蓋センサがホール効果センサを含む、請求項２に記載のケース。
【請求項８】
　前記電子デバイスがポータブル聴取デバイスを含む、請求項１に記載のケース。
【請求項９】
　無線通信機を有する電子デバイス用のケースであって、
　前記電子デバイスを受容するように構成されたキャビティを有するハウジングと、
　前記ハウジングに取り付けられた蓋であって、前記蓋が前記ケース内の前記キャビティ
を隠す閉鎖位置と、前記蓋が前記キャビティから変位された開放位置との間で動作可能な
蓋と
　前記蓋が前記開放位置から前記閉鎖位置へと動いたことを検出し、これに応答して前記
無線通信機をオフにするように構成された回路と、
　を備えたケース。
【請求項１０】
　前記回路が、前記蓋が前記開放位置から前記閉鎖位置へと動く場合、閉鎖信号を生成す
る蓋センサを更に有し、前記回路が前記閉鎖信号に応じて前記無線通信機をオフにするよ
うに構成された、請求項９に記載のケース。
【請求項１１】
　前記電子デバイスが前記キャビティ内に受容される場合、前記電子デバイスの第２のコ
ンタクトに電気的に接続する、前記キャビティ内に配置された第１のコンタクトを有する
電気コネクタを更に含む、請求項９に記載のケース。
【請求項１２】
　前記回路が、前記第１のコンタクトを介して命令を前記電子デバイスに送信することに
よって、前記電子デバイス内の前記無線通信機をオフにする、請求項１１に記載のケース
。
【請求項１３】
　前記電気コネクタが、前記ケースが前記電子デバイス内の充電式バッテリを充電するこ
とを可能にする電気接続も提供する、請求項１２に記載のケース。
【請求項１４】
　前記電子デバイスが前記キャビティ内に受容された場合を検出するように構成されたデ
バイス検出器を更に備え、前記電子デバイスが前記キャビティ内に受容されたことを前記
デバイス検出器が検出しない場合、前記回路が前記命令を前記電子デバイスに送信しない
、請求項１２に記載のケース。
【請求項１５】
　無線通信機を有する電子デバイスのためのエンクロージャであって、前記エンクロージ
ャが、
　前記電子デバイスを受容するように構成されたキャビティを有するハウジングと、
　前記ハウジングに取り付けられた蓋であって、前記蓋が前記エンクロージャ内の前記電
子デバイスを隠す閉鎖位置と、前記電子デバイスが前記エンクロージャから取り出される
ことを可能にする開放位置との間で動作可能な蓋と、
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　前記蓋が前記閉鎖位置から前記開放位置へと動いたことに応答して、前記無線通信機を
オンにし、前記蓋が前記開放位置から前記閉鎖位置へと動いたことに応答して、前記無線
通信機をオフするための信号を生成するように構成された回路と、
　を備えたケース。
【請求項１６】
　前記回路が、ユーザが前記蓋を前記閉鎖位置から前記開放位置へと動かす場合、開放信
号を生成し、ユーザが前記蓋を前記開放位置から前記閉鎖位置へと動かす場合、閉鎖信号
を生成し、前記回路が前記開放信号に応じて前記無線通信機をオンし、前記閉鎖信号に応
じて前記無線通信機をオフにする蓋センサを更に備えた、請求項１５に記載のエンクロー
ジャ。
【請求項１７】
　前記電子デバイスが前記キャビティの中に配置された場合を検出するように構成された
１つ以上の電子デバイス検出器を更に備えた、請求項１６に記載のエンクロージャ。
【請求項１８】
　前記回路が、前記電子デバイスが前記キャビティ内に受容された場合を前記１つ以上の
電子デバイス検出器が検出し、かつ前記蓋が前記閉鎖位置にあることを前記蓋センサが検
出する場合、前記電子デバイス内の前記無線通信機をオフにするように構成された、請求
項１７に記載のエンクロージャ。
【請求項１９】
　前記回路が、前記電子デバイスが前記キャビティ内に受容されたことを前記１つ以上の
電子デバイス検出器が検出し、かつ前記蓋が前記開放位置にあることを前記蓋センサが検
出する場合、前記電子デバイスの前記無線通信機をオンにするように更に構成された、請
求項１８に記載のエンクロージャ。
【請求項２０】
　前記蓋センサがホール効果センサを備えた、請求項１７に記載のエンクロージャ。
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